
(57)【要約】

【課題】　果物等の皮をむく際、手の指を果物ナイフ等

で切るケガを防ぐ為に発明されたものである。

　近年、大人に成っても果物の皮をむく事の出来ない人

が多くなった。

低学年の時、包丁や、果物ナイフ等で、指等ケガをした

、後遺症で、包丁、果物ナイフ等を上手に扱う事が出来

ない

【解決手段】　本発明の、皮むき練習補助器具を用いる

と、包丁、果物ナイフ等の刃先の部分に指を保護する部

材を設けてある。

　部材と、刃先の間幅は、果物を剥いた皮が用意に通る

事が出来る幅としている。

　上記記述した、部材と刃先間の幅は、指の大きさより

小さい為、指が刃先に触れる事が無い。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 果 物 ナ イ フ に 取 り 付 け 指 を 保 護 す る 部 材 、 ナ イ フ 刃 先 に 対 し て 部 材 に 果 物 の 皮 を む く 為
の ナ イ フ の 切 り 込 み 、 折 衝 角 度 を 持 た せ た 皮 む き 練 習 補 助 器 具
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 野 菜 、 果 物 の 皮 を 剥 く ナ イ フ 、 包 丁 、 家 庭 金 物 に 関 す る
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 皮 む き 器 具 で は 、 果 物 、 野 菜 等 を む く 為 の 皮 む き 専 用 の 器 具 等 が 色 々 市 場 に で て
い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 部 包 丁 等 の 取 り 付 け 使 用 す る 、 包 丁 用 皮 む き 器 が 有 る 、 皮 の 厚 さ を 変 え る 事 等 の 工 夫
が し て い る 物 も 有 る
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 野 菜 、 果 物 の 専 用 の 皮 む き 器 で は 、 指 等 を 誤 っ て 切 る ケ ガ 等 が 、 少 な い が 、 一 部 包 丁 に
、 取 り 付 け て 使 用 す る 皮 む き 器 で は 、 包 丁 の 取 り 扱 い を 誤 る と 、 指 等 を 切 る ケ ガ が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 記 述 の よ う に 、 包 丁 、 果 物 ナ イ フ 等 で 皮 を 剥 く 時 刃 先 か ら 、 指 を 守 る 部 材 等 の 付 い
た 包 丁 、 果 物 ナ イ フ が 無 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 包 丁 、 果 物 ナ イ フ 等 で 、 皮 を 剥 く 作 業 で 指 を 切 る ケ ガ が 多 い 為 、 手 を 守 る 為 に 皮 む き 専
用 の 皮 む き 器 が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 平 ０ ８ － ０ ５ ０ ７ ３ ７ 　 出 願 番 号
【 特 許 文 献 １ 】 特 願 ２ ０ ０ ２ － ０ ３ ０ ５ ９ ７ 　 出 願 番 号
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 近 年 、 大 人 に な っ て も 、 包 丁 、 ナ イ フ 等 で 野 菜 、 果 物 等 の 皮 を む く 事 の 出 来 な い 人 が 多
く な っ た 。
　 低 学 年 の 子 供 の 時 、 包 丁 、 果 物 ナ イ フ 等 で 指 を 切 る 等 の ケ ガ を し た 、 経 験 が 有 る 為 に 、
包 丁 、 ナ イ フ 等 を 上 手 に 使 え な い 後 遺 症 を 持 っ た 人 が 多 い 。
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 低 学 年 の 子 供 が 、 初 め て 果 物 の 皮 を 果 物 ナ イ フ 、 子 供 用 包 丁 で 皮 を 剥 く 際 、
誤 っ て 指 を 切 る 事 の 無 い よ う 、 指 を 保 護 す る 部 材 を 設 け た 事 に あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 、 皮 む き 練 習 器 具 は 、 包 丁 、 ナ イ フ 等 に 取 り 付 け て 使 用 す る 。
　 皮 む き 練 習 器 具 部 材 は 、 刃 先 を 蔽 う 用 に 取 り 付 け て 使 用 す る 為 に 、 指 等 が 、 刃 先 に 触 れ
る 事 が 無 い 。
　 又 、 皮 む き 練 習 器 具 部 材 は 、 ナ イ フ 刃 先 に 対 し て 部 材 に 果 物 の 皮 を む く 為 の 切 り 込 み 折
衝 角 度 を 持 た せ た 事 に よ り 用 意 に 皮 を 剥 く 事 が 出 来 る 、 皮 む き 練 習 補 助 器 具 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 皮 む き 練 習 補 助 器 具 を 用 い る と 、 包 丁 果 物 ナ イ フ 等 の 刃 先 に 指 が 触 れ る 事 が 無 く 、 刃 先
に よ る 切 る ケ ガ の 恐 怖 心 を 取 り 除 く 事 が 出 来 、 子 供 の 指 を 守 る た め 最 小 限 の 部 品 、 安 価 で
製 作 出 来 、 安 全 、 安 心 を 実 現 し た 。
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【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 皮 む き 練 習 器 具 部 材 １ を 果 物 ナ イ フ に 取 り 付 け た 斜 視 図
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 皮 む き 練 習 器 具 斜 視 図 で あ り 、 ３ は ナ イ フ 刃 先 に 対 し て 部 材 に 果 物 の
皮 を む く 為 の 切 り 込 み 折 衝 角 度
【 ０ ０ １ １ 】
　 プ ラ ス チ ッ ク 性 で 包 丁 、 果 物 ナ イ フ 等 に 取 り 付 け 取 り 外 し が 簡 単 な 、 指 の け が か ら 指 を
守 る 部 材 （ １ ） 設 け た 皮 む き 練 習 補 助 器 具
【 ０ ０ １ ２ 】
　 指 を 守 る 部 材 （ １ ） は 、 包 丁 、 果 物 ナ イ フ 等 の 先 端 か ら 、 部 材 を 柄 の 方 向 に 挿 入 装 着 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 指 を 守 る 部 材 （ １ ） の 包 丁 を 差 し 込 む 挿 入 幅 は 、 包 丁 幅 の 大 き さ と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 指 を 守 る 部 材 （ １ ） の 果 物 ナ イ フ を 差 し 込 む 挿 入 幅 は 、 果 物 ナ イ フ 幅 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 、 記 述 の よ う に 、 指 を 守 る 部 材 （ １ ） を 装 着 し 野 菜 、 果 物 の 皮 を む く 際 、 包 丁 の 刃
先 の 部 分 に 、 部 材 が 設 け て 有 る 為 、 親 指 等 が 刃 先 に 当 た る 事 を 避 け 、 指 等 を 切 る 等 の ケ ガ
か ら 指 を 守 る 事 が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 皮 む き 練 習 補 助 器 具 の 指 を 守 る 部 材 （ １ ） は 、 透 明 プ ラ ス チ ッ ク 板 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 皮 む き 練 習 補 助 器 具 の 指 を 守 る 部 材 （ １ ） の 透 明 プ ラ ス チ ッ ク 板 は 、 刃 先 に 対 し ４ ０ 度
か ら ４ ５ 度 の 角 度 上 向 き に 曲 げ 皮 剥 き 切 り 込 み 折 衝 角 度 と す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 皮 む き 練 習 補 助 器 具 の 指 を 守 る 部 材 （ １ ） を 装 着 し た 時 の 部 材 と 刃 先 の 幅 は 、 む い た 皮
が 楽 に 通 る 事 の 出 来 る 幅 で 、 ７ ｍ ｍ か ら １ ５ ｍ ｍ 程 度 が 適 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
皮 む き 練 習 補 助 器 具 の 指 を 守 る 部 材 （ １ ） は 、 刃 先 か ら 指 を 守 る 部 材 長 さ は 、 ２ ５ ｍ ｍ か
ら ４ ０ ｍ ｍ の 刃 先 が 出 る 程 度 の 長 さ が 適 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 皮 む き 練 習 補 助 器 具 は 、 上 記 記 述 し た 構 造 を 持 つ 金 属 等 で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 皮 む き 練 習 補 助 器 具 は 、 上 記 記 述 し た 構 造 を 持 つ セ ラ ミ ッ ク ス 等 で も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 皮 む き 練 習 補 助 器 具 を 、 セ ラ ミ ッ ク ス 等 で 製 作 し 果 物 ナ イ フ を 差 し 込 む 挿 入 部 の 刃 先 の
当 た る 、 部 分 の セ ラ ミ ッ ク を 刃 先 と 同 じ 角 度 と し ナ イ フ を 押 し た り 引 い た り す る 事 で 果 物
ナ イ フ 等 を 研 ぐ 事 が 出 来 る
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 、 発 明 の 、 皮 む き 練 習 補 助 器 具 は 、 果 物 ナ イ フ 等 に 、 取 り 付 け 果 物 の 皮 を む く 、 果 物
等 の 皮 に 刃 先 を 当 て 、 皮 を む く 切 り 込 み 折 衝 角 度 の 、 感 覚 を 覚 え 、 果 物 等 の 皮 が ガ イ ド と
刃 先 の 間 か ら 出 て 来 る 、 果 物 の 皮 を 親 指 で 皮 を 送 り 皮 む く 練 習 を す る 。
　 皮 む き 練 習 補 助 器 具 を 用 い る と 、 包 丁 果 物 ナ イ フ 等 の 刃 先 に 指 が 触 れ る 事 が 無 く 、 刃 先
に よ る 切 る ケ ガ の 恐 怖 心 を 取 り 除 く 、 包 丁 、 果 物 ナ イ フ の 取 り 扱 い が 上 手 に 出 来 る 様 に な
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 皮 む き 練 習 補 助 器 具 を 果 物 ナ イ フ に 取 り 付 け た 斜 視 図
【 図 ２ 】 皮 む き 練 習 補 助 器 具 の 斜 視 図
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【 図 ３ 】 皮 を む く ナ イ フ の 、 切 り 込 み 折 衝 角 度 の 標 示 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ 　 指 を 守 る 部 材
２ 　 果 物 ナ イ フ
３ 　 皮 を む く 切 り 込 み 折 衝 角 度

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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